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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機体前部に構成されるエンジンルームの少なくとも上方及び左右側方を覆うとともに、
少なくとも下方及び後方が開口した樹脂製のボンネットと、該ボンネット左右方向一側部
後方に立設するマフラと、を備えるトラクタであって、
　前記ボンネットは、
　前記エンジンルームの上方を覆う上面部と、
　前記エンジンルームの左右側方を覆う左右の側面部と、
　前記左右側面部の後側下部に、エンジンルームの後側左右側方を覆うサイドカバーを配
置するため前側ほど低くなる傾斜状態でコーナー部を介して折曲した逆Ｌ字形の切欠き部
と、
　エンジンルーム内にエンジン冷却風を導入するためボンネット前面に形成される吸入口
と、
を備えた構成にするにあたり、
　前記吸気口は、ボンネットの左右側面部の前端部上側同士及び前記上面部の前端部を連
結する上側連結部と、左右の前記側面部の前端部下側同士を連結する下側連結部とのあい
だに形成され、
　ボンネットの側面部には、何れも前後方向に沿う状態で、上下両側の凸部と、該上下両
側凸部に挟まれた凹部とが形成されたものであり、
　上側凸部は、前端部が吸入口の上端部から下端部部位にまで至る上下に幅広になったも
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のの下端縁部が、前記切欠き部よりも前側部位でコーナー部を介して折曲し、かつ後側ほ
ど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部にまで至り、
　下側凸部は、前部が上側凸部の前端下部に位置する状態で、後側ほど高くなる緩傾斜状
態で上側凸部のコーナー部部位の下方にまで至った部位で上方後方に向けて折曲したもの
が、さらに切欠き部のコーナー部よりも前側部位でコーナー部を介して折曲し、かつ後側
ほど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部にまで至り、
　前記上下両側凸部のあいだに形成される凹部は、前端部から切欠き部より前方の下側凸
部のコーナー部部位までの前方部位が、上端縁が逆Ｌ字形になり下端縁がＬ字形になった
上下幅広状態となり、下側凸部のコーナー部部位より後方部位が幅狭状態となってボンネ
ット後部にまで至るように構成されていることを特徴とするトラクタ。
【請求項２】
　前記上側連結部にヘッドライトが設けられていることを特徴とする請求項１に記載のト
ラクタ。
【請求項３】
　前記側面部は、後側下部にサイドカバーを配置するための切欠き部を有し、前記切欠き
部の前方側に形成される前記凹部の上下幅を、前記切欠き部の上方側に形成される前記凹
部の上下幅よりも大きくしたことを特徴とする請求項１または２記載のトラクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エンジンルームを覆う樹脂製のボンネットを備えたトラクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　機体前部に構成されるエンジンルームの少なくとも上方及び左右側方を覆うとともに、
少なくとも下方及び後方が開口した樹脂製（例えば、ＦＲＰ）のボンネットを備えるトラ
クタが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－７６５３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、図７に示すように、この種のボンネット１００は、Ｃ－Ｃ断面視におい
て冂字形状を有するため、樹脂成形後の変形により、左右側面部１０１の下端側が外側方
に開きやすく、所望の形状を維持できない虞があった。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記の如き実情に鑑みこれらの課題を解決することを目的として創作された
ものであって、請求項１の発明は、機体前部に構成されるエンジンルームの少なくとも上
方及び左右側方を覆うとともに、少なくとも下方及び後方が開口した樹脂製のボンネット
と、該ボンネット左右方向一側部後方に立設するマフラと、を備えるトラクタであって、
前記ボンネットは、前記エンジンルームの上方を覆う上面部と、前記エンジンルームの左
右側方を覆う左右の側面部と、前記左右側面部の後側下部に、エンジンルームの後側左右
側方を覆うサイドカバーを配置するため前側ほど低くなる傾斜状態でコーナー部を介して
折曲した逆Ｌ字形の切欠き部と、エンジンルーム内にエンジン冷却風を導入するためボン
ネット前面に形成される吸入口と、を備えた構成にするにあたり、前記吸気口は、ボンネ
ットの左右側面部の前端部上側同士及び前記上面部の前端部を連結する上側連結部と、左
右の前記側面部の前端部下側同士を連結する下側連結部とのあいだに形成され、ボンネッ
トの側面部には、何れも前後方向に沿う状態で、上下両側の凸部と、該上下両側凸部に挟
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まれた凹部とが形成されたものであり、上側凸部は、前端部が吸入口の上端部から下端部
部位にまで至る上下に幅広になったものの下端縁部が、前記切欠き部よりも前側部位でコ
ーナー部を介して折曲し、かつ後側ほど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部に
まで至り、下側凸部は、前部が上側凸部の前端下部に位置する状態で、後側ほど高くなる
緩傾斜状態で上側凸部のコーナー部部位の下方にまで至った部位で上方後方に向けて折曲
したものが、さらに切欠き部のコーナー部よりも前側部位でコーナー部を介して折曲し、
かつ後側ほど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部にまで至り、前記上下両側凸
部のあいだに形成される凹部は、前端部から切欠き部より前方の下側凸部のコーナー部部
位までの前方部位が、上端縁が逆Ｌ字形になり下端縁がＬ字形になった上下幅広状態とな
り、下側凸部のコーナー部部位より後方部位が幅狭状態となってボンネット後部にまで至
るように構成されていることを特徴とするトラクタである。
　請求項２の発明は、前記上側連結部にヘッドライトが設けられていることを特徴とする
請求項１に記載のトラクタである。
　請求項３の発明は、前記側面部は、後側下部にサイドカバーを配置するための切欠き部
を有し、前記切欠き部の前方側に形成される前記凹部の上下幅を、前記切欠き部の上方側
に形成される前記凹部の上下幅よりも大きくしたことを特徴とする請求項１または２記載
のトラクタである。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１の本発明によれば、ボンネットの側面部には、前後方向に沿う凹部が形成され
ているので、側面部の強度を向上させて樹脂成形後の変形を抑制できる。しかも、凹部は
、エンジンルーム内で前後方向に沿う凸部を形成するので、エンジンルーム内に吸入され
るエンジン冷却風の流れを促し、エンジンの冷却効率も高めることができる。
　しかも、側面部の少なくとも前端側には、前後方向に沿う上側凸部と、前後方向に沿う
凹部と、前後方向に沿う下側凸部とが上下方向に並列するように形成されていると共に、
ボンネットの前面側が上側連結部及び下側連結部で強固に構成されるので、左右の側面部
の開き方向の変形をより確実に抑制でき、側面部の前端側の強度を向上させることができ
る。
　また、請求項２の本発明によれば、上側連結部及び下側連結部を利用してヘッドライト
の取付部や冷却風の吸入口を構成することができる。
　また、請求項３の本発明によれば、ボンネットの側面部は、後側下部にサイドカバーを
配置するための切欠き部を有し、切欠き部の前方側に形成される凹部の上下幅を、切欠き
部の上方側に形成される凹部の上下幅よりも大きくしたので、上下寸法が大きく、広がり
方向に変形しやすい側面部の前側では、凹部の上下幅を大きくすることで強度アップが図
れる一方、エンジン冷却風を効率良く排出したい側面部の後側では、凹部の上下幅を小さ
くすることで凹部のエンジンルーム内への突出面積を抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施形態に係るトラクタの側面図である。
【図２】本発明の実施形態に係るトラクタの機体前部を示す斜視図である。
【図３】図１のＡ－Ａ断面図である。
【図４】本発明の実施形態に係るトラクタのエンジンルームを示す斜視図である。
【図５】本発明の実施形態に係るトラクタのボンネットを示す斜視図である。
【図６】本発明の実施形態に係るトラクタのボンネットを示す図であり、（ａ）はボンネ
ットの平面図、（ｂ）はボンネットの正面図、（ｃ）はボンネットの側面図、（ｄ）はボ
ンネットのＢ－Ｂ断面図である。
【図７】従来例に係るトラクタのボンネットを示す図であり、（ａ）はボンネットの概略
側面図、（ｂ）はボンネットのＣ－Ｃ断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
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　以下、本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。図１において、１はク
ローラトラクタＴの走行機体であって、該走行機体１は、機体前部に設けられ、エンジン
Ｅ（図３及び図４参照）が搭載されるエンジン搭載部２と、機体中間部に設けられ、作業
者が乗車する運転部３と、機体後部に設けられ、各種の作業機（図示せず）を連結可能な
作業機連結部４と、機体下部に設けられるクローラ式の走行部５と、を備える。
【０００９】
　図１～図４に示すように、エンジン搭載部２には、エンジンＥを収容するエンジンルー
ム６が構成されるとともに、エンジンルーム６の上方、前方及び左右側方を開閉自在に覆
う樹脂製（例えば、ＦＲＰ）のボンネット７と、エンジンルーム６の後側左右側方を覆う
左右のサイドカバー８と、が設けられている。
【００１０】
　エンジンＥの前面部には、冷却ファン９が設けられ、該冷却ファン９の回転駆動に応じ
て、機体前方からボンネット７の前面に形成される吸入口７ａを介してエンジンルーム６
内にエンジン冷却風が導入される。導入されたエンジン冷却風は、エンジンＥの前方に立
設されるラジエータ１０を通過することで、ラジエータ１０内を流れるエンジン冷却水を
冷却するとともに、エンジンＥの周囲を通ってエンジンルーム６の下方やサイドカバー８
に形成される排出口８ａから機外に排出される。
　さらに図１、２、３から明らかなように、ボンネット７の左右方向一側部後方にマフラ
１３が立設されている。
【００１１】
　図５及び図６に示すように、ボンネット７は、エンジンルーム６の上方を覆う上面部７
ｂと、エンジンルーム６の左右側方を覆う左右の側面部７ｃと、左右の側面部７ｃの前端
部上側同士及び上面部７ｂの前端部を連結する上側連結部７ｄと、左右の側面部７ｃの前
端部下側同士を連結する下側連結部７ｅと、を備え、上側連結部７ｄにヘッドライト１１
が設けられ、上側連結部７ｄと下側連結部７ｅとの間にエンジン冷却風の吸入口７ａが形
成される。
【００１２】
　上側連結部７ｄは、ヘッドライト１１が取り付けられる左右のヘッドライト取付部７ｆ
と、各ヘッドライト取付部７ｆの上方に設けられ、ヘッドライト１１よりも前方に延設さ
れる左右のひさし部７ｇと、左右のヘッドライト取付部７ｆ間に形成される凹部７ｈと、
を備える。
【００１３】
　ひさし部７ｇは、ボンネット７上の雨水がヘッドライト１１に直接流れ落ちたり、積雪
でヘッドライト１１が埋まってしまうことを防止するだけでなく、直射日光がヘッドライ
ト１１に当たることを抑制するサンバイザーとしても機能する。また、左右のひさし部７
ｇは、正面視で機体の左右中心側に向かって傾斜するとともに、凹部７ｈに繋がっている
。これにより、ひさし部７ｇ上の雨水を凹部７ｈに誘導し、左右のヘッドライト取付部７
ｆ間を通ってボンネット７の前方に排出することができる。
【００１４】
　吸入口７ａは、通気性を有するパンチングスクリーンなどのスクリーン部材１２で覆わ
れている。スクリーン部材１２は、下側よりも上側が前方に位置する前傾姿勢で吸入口７
ａを覆っている。このようにすると、スクリーン部材１２を後傾させた場合に比べ、スク
リーン部材１２からの雨水、汚れなどの侵入やスクリーン部材１２に対する積雪を抑制す
ることができる。
【００１５】
　ボンネット７の左右の側面部７ｃには、前後方向に沿う凹部７ｉが形成されている。凹
部７ｉは、ボンネット７の側面部７ｃの強度を向上させることにより、樹脂成形後におけ
るボンネット７の開き方向の変形を抑制することができる。また、凹部７ｉは、エンジン
ルーム６内で前後方向に沿う凸部を形成するので、エンジンルーム６内に吸入されるエン
ジン冷却風の流れを促し、エンジンＥの冷却効率も高めることができる。
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【００１６】
　また、ボンネット７の側面部７ｃに前後方向に沿って凹部７ｉを形成した場合、凹部７
ｉの底面を基準にすると、側面部７ｃにおける凹部７ｉの上側に前後方向に沿う上側凸部
７ｊが形成され、側面部７ｃにおける凹部７ｉの下側に前後方向に沿う下側凸部７ｋが形
成される。そして、側面部７ｃの少なくとも前端側では、前後方向に沿う上側凸部７ｊと
、前後方向に沿う凹部７ｉと、前後方向に沿う下側凸部７ｋと、が上下方向に並列するよ
うに形成されているので、側面部７ｃの前端側の強度を向上させることができるだけでな
く、それに伴って上側連結部７ｄや下側連結部７ｅの上下幅を小さくし、吸入口７ａの開
口面積を増大させることが可能になる。
【００１７】
　また、ボンネット７の側面部７ｃは、後側下部に前述したサイドカバー８を配置するた
めの切欠き部７ｍを有する。そして、凹部７ｉは、切欠き部７ｍの前方側における上下幅
が、切欠き部７ｍの上方側における上下幅よりも大きく。これにより、上下寸法が大きく
、広がり方向に変形しやすい側面部７ｃの前側では、凹部７ｉの上下幅を大きくすること
で強度アップが図れる一方、エンジン冷却風を効率良く排出したい側面部７ｃの後側では
、凹部７ｉの上下幅を小さくすることで凹部７ｉのエンジンルーム６内への突出面積を抑
制できる。
　前記ボンネット７における側面部７ｃの形状についてさらに詳細にみると、図６から明
らかなように次のような形状になっている。
　まず側面部７ｃの後側下部には、エンジンルーム６の後側左右側方を覆うサイドカバー
８を配置するため前述した切欠き部７ｍが形成されるが、該切欠き部７ｍは前側ほど低く
なる傾斜状態でコーナー部７ｎを介して折曲した逆Ｌ字形をしている。
　また側面部７ｃには、何れも前後方向に沿う状態で、上下両側の凸部７ｊ、７ｋと、該
上下両側凸部７ｊ、７ｋに挟まれた凹部７ｉとが形成された構成になっているが、そのう
ちの上側凸部７ｊは、前端部が前記吸入口７ａの上端部から下端部部位にまで至る上下に
幅広になっており、さらに下端縁部は、前記切欠き部７ｍよりも前側部位でコーナー部７
ｏを介して折曲し、かつ後側ほど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部にまで至
ったものになっている。
　一方、下側凸部７ｋは、前部が上側凸部７ｊの前端下部に位置する状態で、後側ほど高
くなる緩傾斜状態で上側凸部７ｊのコーナー部７ｏ部位の下方にまで至り、そして該部位
で上方後方に向けて折曲した折曲部７ｐを有したものとなっている。そして該折曲したも
のが、さらに前記切欠き部７ｍのコーナー部７ｎよりも前側部位でコーナー部７ｑを介し
て折曲し、かつ後側ほど高くなる逆Ｌ字形の傾斜状態でボンネット後部にまで至るように
なっている。
　このように形成された上下両側凸部７ｊ、７ｋのあいだに凹部７ｉが挟まれる結果、該
凹部７ｉは、前端部から切欠き部７ｍより前方の下側凸部７ｋのコーナー部７ｑ部位まで
の前側部位が、上端縁を上側凸部７ｊの前部側部位によって逆Ｌ字形とし、下端縁を下側
凸部７ｋの前部側部位によってＬ字形になった菱形形状をした上下幅広状態となり、前記
下側凸部７ｋのコーナー部７ｑ部位より後側部位が上下両側突部７ｊ、７ｋによって挟ま
れた幅狭状態となってボンネット後部にまで至るように構成されている。
【００１８】
　叙述の如く構成された本実施形態のクローラトラクタＴによれば、ボンネット７の側面
部７ｃには、前後方向に沿う凹部７ｉが形成されているので、側面部７ｃの強度を向上さ
せて樹脂成形後の変形を抑制できる。しかも、凹部７ｉは、エンジンルーム６内で前後方
向に沿う凸部を形成するので、エンジンルーム６内に吸入されるエンジン冷却風の流れを
促し、エンジンＥの冷却効率も高めることができる。
【００１９】
　また、ボンネット７の前面側は、上側連結部７ｄ及び下側連結部７ｅで強固に構成され
るので、左右の側面部７ｃの開き方向の変形をより確実に抑制できるだけでなく、上側連
結部７ｄ及び下側連結部７ｅを利用してヘッドライト１１の取付部や冷却風の吸入口７ａ
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を構成することができる。
【００２０】
　また、側面部７ｃの少なくとも前端側には、前後方向に沿う上側凸部７ｊと、前後方向
に沿う凹部７ｉと、前後方向に沿う下側凸部７ｋと、が上下方向に並列するように形成さ
れているので、側面部７ｃの前端側の強度を向上させることができるだけでなく、それに
伴って上側連結部７ｄや下側連結部７ｅの上下幅を小さくすることを可能にし、吸入口７
ａの開口面積を増大させることができる。
【００２１】
　また、ボンネット７の側面部７ｃは、後側下部にサイドカバー８を配置するための切欠
き部７ｍを有し、切欠き部７ｍの前方側に形成される凹部７ｉの上下幅を、切欠き部７ｍ
の上方側に形成される凹部７ｉの上下幅よりも大きくしたので、上下寸法が大きく、広が
り方向に変形しやすい側面部７ｃの前側では、凹部７ｉの上下幅を大きくすることで強度
アップが図れる一方、エンジン冷却風を効率良く排出したい側面部７ｃの後側では、凹部
７ｉの上下幅を小さくすることで凹部７ｉのエンジンルーム６内への突出面積を抑制でき
る。
【符号の説明】
【００２２】
１　走行機体
２　エンジン搭載部
６　エンジンルーム
７　ボンネット
７ａ　吸入口
７ｂ　上面部
７ｃ　側面部
７ｄ　上側連結部
７ｅ　下側連結部
７ｆ　ヘッドライト取付部
７ｇ　ひさし部
７ｉ　凹部
７ｊ　上側凸部
７ｋ　下側凸部
７ｍ　切欠き部
８　サイドカバー
１１　ヘッドライト
１２　スクリーン部材
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